外来・通所　カンファレンス記録
	平成　18年　7月　17　日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　　瀧澤　志穂　　記録者　　佐々木　真貴子

	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	小笠原
	東
	服部
	佐々木
	木村
	月舘
	中居
	瀧澤
	上平
	摩尼
	池田
	谷藤

	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	欠勤
	公休


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞
・7/14の食事サービス委員会で、レストラン閉鎖側から「冷たいお茶を出して欲しい」という意見があ

り、夏限定でレストラン開放側のお茶について、検討中である。

・現在、浜飯様の食事は糖尿食（20単位）となっていますがこの半年間の空腹時の血糖値は60～80㎎/dl
位で経過しており特にこの3ヶ月間は50～70㎎/dlとかなり低目で、今月に入っては低血糖から様症状も確認されている事から、千葉良Drと相談した結果、15日夕食より常食として様子をみる。17日からのデイナイトケアでの食事を常食で発注する事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・我満氏のケア会議を7/21(金)青山荘で14:00より行う予定。本人の現在娘の事などで悩みがあるとの事で現在の生活に必要な支援と役割の確認を行う予定
・回覧の仕方は各自確認する事。

・8/3（木）、4（金）17：30～メモリアルホールにて第２回法人研修を行う。タイトル「医療倫理学について」、講師は江刺家I.O.O.である。書類準備の都合により7/31までに出欠表への記入をする事。教育委員会→平成18教育委員会→Ｈ18法人研修→第2回法人研修

･7/19 (水)～21(金)「食事援助」課内研修がある。
＜利用者様情報＞

○平　康子様（57歳）統合失調症　デイケア利用中（グループホームあおぞら体験利用中）

· 7/14青山荘退所時ケア会議実施報告

『今後の生活目標』グループホームでの生活に慣れ、現在の生活リズムを維持する。

〔目標〕

①定期外来受診（毎週木曜日）

・定期的な受診の確認

・主治医との情報交換

（留意・特記事項）

・受診を継続して行い、生活状況を主治医へ報告する。

· 本人に何らかの変化があった場合は、ご家族、青明舎、デイケアで連絡を取り合い、主治医へ報告する。

②デイケアへの通所（週5日　月曜日から金曜日　10：00～16：00）

· 健康状態の確認

· 服薬状況の確認

· 毎日のウォーキング（運動面）状況確認

· 生活習慣病の予防対策（食事面）状況確認

· 本人、ご家族からの相談対応

（留意・特記事項）

· 平日はグループホームからデイケアに通う。通所が滞った場合は、デイケア、ご家族、青明舎で連絡を取り合い、対応を検討する。

· 日中の健康状態と目標の達成状況を確認する。生活上の課題点が挙がった場合は、デイケア、青明舎で介入方法を検討する。

· 更なる生活技術の向上と次のステップへ向けての課題への取り組みを連携して行う。

· 本人、ご家族からの相談対応。必要であれば他機関、施設と連携し対処する。

③生活状況の確認

· グループホームでの生活状況の確認

· グループホームでの服薬状況の確認

· 自室の清掃の促し

· 本人、ご家族からの相談対応

（留意・特記事項）

· 週1回程度グループホームを訪問し、生活状況を本人と確認する。何か問題点があれば関係機関と連携し対応する。

· 食事面において、他入居者に遠慮し、台所をあまり使わないようにとレトルト食品や惣菜等で済ませているとの事。グループホームでの生活に慣れるまで、当面はデイケア終了後に青山荘で食事、入浴を済ませてグループホームへ帰宅することで様子を見る。（土日は、昼食のみ青山荘で摂る。）

· 自室の状況を確認し、必要であれば清掃等の促しを行う。

· 本人、ご家族からの相談対応。必要であれば他機関、施設と連携し対処する。

○村上　元道様（36歳）統合失調症　デイケア利用中　青山荘入居中

毎週火曜日の外来日はデイケアを欠席としていたが、今週より外来後デイケアを利用していくとの事。疲労感など様子観察し、青山荘、主治医へ情報提供していく。

＜業務改善＞

○環境整備について

· 下駄箱、ロッカー等、個人で使用している箇所は月1回程度プログラムの時間を利用し、メンバーに各自で掃除していただく。

· プログラム等で使用する備品等の個数管理をメンバーにも行っていただき、責任をもって返却していただく。

· 8/13～窓拭き、すす払い実施。

○通所利用の流れについて

「通所利用の流れ」

利用希望から正式利用までの対応手順と必要書類等を記載していますので、各自で確認しておくこと。

＜ナイトケア事例検討＞

・柳町　信之様（50歳）統合失調症

（問題点）

肛門痛、臀部痛を理由に、週1回（月曜日）しかナイトケアを利用していない。

（今後の目標）

1. 生活リズムを整える

2. 対人関係のスキル向上

（その他情報）

· 6/12より、スタッフの促しで週1回の利用となっているが、利用時も「長く座っていられない」という理由で、レストランで夕食を摂ると直ぐに帰宅されてしまう。

· 利用時、自発的な発言はないが、スタッフの話し掛けには応じ、現在の生活状況等については話してくれる。

· 食生活については、うみねこ幸房、ナイトケアを欠席するようになってから自炊するようになっている。調理から後片付けまでに２時間も要しているとの事だが、惣菜ばかりでは金銭的に余裕がないとの事。

· うみねこ幸房より情報あり、うみねこ幸房利用時に他利用者様から、何をするのにも時間が掛かるというような事を言われ口論となった。直接の原因であるか確認は出来ていないが、その件以来、欠席が続いているとの事。

（今後の対応）

· 元々の生活リズムを今一度本人と振り返り、徐々に利用回数を増やしていけるよう、長期的な目標設定にする。（現在、9月から週2回に利用回数を増やしてみるよう促している）

　　　

